



事裁判における通訳の社会政治的側面』(原題 Sociopolitical Aspects of Inter-






著者は, 現在カリフォルニア州のモントレー国際大学 (Monterey Institute
of International Studies : MIIS) 翻訳通訳大学院 (Graduate School of Translation
and Interpretation) の教授（出版時は准教授）として, 通訳実習および通訳
研究の科目を教えている。モントレー国際大学は, 1955年に Montrey

















至るまで」(同上, pp. 34), 幅広い論調のものが含まれている
戦争の歴史における東京裁判の意義は大きい。裁判所条例に基づき検察が



























































る。第１章「東京裁判の通訳体制」は「1 使用言語｣,「2 通訳者, モニタ




いため, 罪を隠すためではないが, 核心を避けた言い回しとなり, それを通
訳者が悩ませ, 裁判長を苛立たせたという（同上, pp. 5152)。だが,『敗














で育てられ, 19歳まで日本で教育を受けた（同上, p. 64)。日米の大学で学
ぶが, 1930年代前半に両親が相次いで死去すると, 1935年に日本国籍を離脱














てきたがゆえに, 他の二世と「なかなか波長が合わ」なかった (同上, p. 95)
という。この種の問題は今日の日本でもよくみられる。海外で育った帰国子
女が日本に戻ってきた後, 授業で積極的に質問をしてクラスの中で浮いたと






ターの行動」｢3 通訳者の行動」｢4 言語裁定官の行動」｢5 力の構図と通
訳」の計５節からなる。本来, 通訳の分析にはイントネーション, 通訳の躊
躇, 間合いなど発話の特徴を音声記録で確認する必要があるという（同上,




















































本とアメリカを中心として, 言語体系, 文化, 組織の意思決定過程, 法律の
体系がまったく異なる国家間の究極の異文化コミュニケーションであった。










外交史辞典』山川出版社, 1992年, p. 235)。裁判自体は1946年５月３日に
始まり, 約２年後の1948年４月16日に結審した。結審から約７ヵ月後の11月
４日から12日まで判決文の朗読および刑の宣告がなされ, 12月23日に東條を
含む７名の絞首刑が執行された。著者も既に気付いているだろうが, 増刷時
にはこの箇所を書き直してほしい。
最後に, 2008年９月, 国立公文書館が所蔵する東京裁判の記録（和文）を
武田珂代子『東京裁判における通訳』
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整理し, マイクロフィルム化を完了した。東京裁判の通訳・翻訳に関する問
題が今後も他の研究者によってさらに分析されることを大いに期待したい。
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